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田
部
長
は
多
職
種
連
携
が
で
き
る
文
化

が
根
付
い
て
い
る
と
確
信
。
48
時
間
よ

り
も
さ
ら
に
厳
し
い「
24
時
間
以
内
の

手
術
実
施
」を
目
標
に
掲
げ
、
院
内
を

巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。

ま
ず
、
始
め
に
着
手
し
た
の
が
手
術

機
材
に
つ
い
て
の
契
約
見
直
し
。
こ
れ

ま
で
人
工
骨
頭
置
換
術
や
骨
接
合
術
な

ど
の
手
術
機
器
は
、
手
術
が
決
ま
っ
て

か
ら
１
日
単
位
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い
た

が
、
い
つ
で
も
手
術
で
き
る
よ
う
年
間

契
約
に
変
更
し
た
。
事
務
職
の
手
間
が

減
る
う
え
、
結
果
的
に
年
間
約
50
万
円

の
経
費
節
減
に
も
つ
な
が
っ
た
。ま
た
、

過
去
に
血
液
型
が
わ
か
ら
ず
に
手
術
を

開
始
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

検
査
科
に
迅
速
に
検
査
結
果
を
出
せ
る

よ
う
依
頼
。
16
年
度
か
ら
は
、
老
年
病

専
門
医
の
資
格
を
持
つ
同
院
の
山
内
伸

章
医
師
に
協
力
を
仰
ぎ
、
内
科
的
な
既

往
歴
か
ら
高
齢
者
の
手
術
リ
ス
ク
を
適

切
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
今
で

は
、
山
内
医
師
が
所
属
す
る
腎
臓
内
科

が
既
往
歴
の
評
価
と
術
後
管
理
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
病
棟
や
外
来
の

ス
タ
ッ
フ
に
も
繰
り
返
し
周
知
し
、
近

隣
の
開
業
医
に
も
啓
発
活
動
を
行
っ

た
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
15

年
度
は
同
骨
折
全
99
例
の
う
ち
、
58
例

自
院
の
新
た
な
強
み
と
し
て 

「
24
時
間
以
内
の
手
術
」を
目
標
に

２
０
０
４
年
３
月
に
国
か
ら
経
営
移

譲
さ
れ
て
以
来
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
急

性
期
医
療
を
支
え
続
け
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
聖
隷
佐
倉
市

民
病
院
。

15
年
４
月
に
入
職
し
た
同
院
の
岸

田
俊
二
整
形
外
科
部
長
は
、
大
規
模
な

急
性
期
病
院
が
周
囲
に
林
立
す
る
な

か
、
今
後
も
同
院
が
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
特
徴
と
な
る「
強
み
」が

必
要
だ
と
考
え
た
。
そ
し
て
整
形
外
科

医
と
し
て
貢
献
で
き
る
こ
と
を
考
え
た

結
果
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
大
腿
骨

近
位
部
骨
折
の
入
院
期
間
短
縮
を
め
ざ

し
た
早
期
手
術
対
応
だ
っ
た
。

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
国
際
的
な
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
早
期
手
術
の

実
施
が
患
者
の
早
期
回
復
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
48
時
間
以
内
の
手
術
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
国
内

で
実
践
で
き
て
い
る
医
療
機
関
は
少
な

い
。
し
か
し
、同
院
で
は
14
年
よ
り「
骨

粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
整
形
外
科
医
・
看
護
師
・

Ｐ
Ｔ
・
管
理
栄
養
士
・
薬
剤
師
・
事
務

職
が
連
携
し
、
二
次
骨
折
予
防
の
取
り

組
み
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
岸

社会福祉法人聖隷福祉事業団

聖隷佐倉市民病院
多職種介入で24時間以内に手術実施

ホスピタルの　　　
と光る取り組み

を追う

社会福祉法人聖隷福祉事業団聖隷佐倉市民病院は、
2015年4月より、大腿骨近位部骨折の24時間以
内の手術実施に取り組んでいる。多職種が連携す
ることで、術前管理から退院後の二次骨折予防ま
で包括的なサポートを行っている。

大腿骨近位部骨折の入院期間短縮
多職種連携で周術期管理を実現
多職種連携WGのメンバー。右から３番目が岸田俊二整形外科部長

(C) 2017 日本医療企画.
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ね
」と
岸
田
部
長
は
意
欲
を
見
せ
る
。

せ
ん
妄
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
対
策 

術
後
患
者
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
め
ざ
す

骨
折
患
者
の
早
期
手
術
体
制
を
整
備

し
て
き
た
同
院
で
は
、
16
年
８
月
か
ら

「
患
者
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
実
現
」を
合

言
葉
に
、
よ
り
広
域
な
多
職
種
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
早
期
手
術
の
体
制
が
形
に
な
っ
て
き

た
た
め
、
周
術
期
管
理
を
追
求
し
て
、

患
者
さ
ん
が
一
日
で
も
早
く
社
会
復
帰

で
き
る
体
制
を
院
内
全
体
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
」と
岸
田
部
長
は
話
す
。

そ
こ
で
、
岸
田
部
長
は
整
形
外
科

医
・
腎
臓
内
科
医
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

Ｐ
Ｔ
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ
な
ど
か
ら
な
る「
多
職

種
連
携
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
）」を
発
足
。
毎
朝
７
時
45
分
か
ら

始
ま
る
整
形
外
科
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

持
ち
回
り
で
多
職
種
が
参
加
す
る
こ
と

を
決
め
た
。Ｐ
Ｔ
の
池
田
陽
香
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
は
発
熱
な
ど
患
者
さ
ん
の

容
態
に
よ
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
べ

き
か
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｗ
Ｇ

が
で
き
て
か
ら
、
医
師
や
看
護
師
と
の

情
報
共
有
が
進
み
、
判
断
基
準
も
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
手
術
後
翌
日

ま
で
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
が
部
内

で
24
時
間
以
内
の
手
術
を
達
成
。
併
せ

て
、
同
骨
折
の
平
均
手
術
待
機
日
数
も

14
年
度
の
約
5
・
5
日
か
ら
約
2
・
6

日
と
半
分
以
下
に
な
っ
た
。

16
年
度
に
お
い
て
は
、
10
月
末
ま
で

の
半
年
間
で
、
47
例
中
37
例
と
８
割
近

く
で
早
期
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
体
制

の
運
用
に
磨
き
が
か
か
っ
て
い
る
。

「
今
で
は
同
骨
折
の
患
者
さ
ん
の
入
院

が
あ
る
と
、す
ぐ
に
手
術
室
か
ら『
今
日

手
術
し
ま
す
か
』と
打
診
が
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
次
の
課
題
は
、
退
院

支
援
で
す
。
早
期
介
入
の
結
果
、
以
前

よ
り
も
早
く
患
者
さ
ん
の
容
態
が
安
定

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

地
域
連
携
を
強
化
し
て
、
平
均
在
院
日

数
の
低
下
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す

で
も
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
ま
す
」と

笑
顔
を
見
せ
る
。
退
院
後
は
冒
頭
に
述

べ
た
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
ぎ
、
再
骨
折
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
働
き
か
け
る
な
ど
、
予
防
事
業
へ
の

パ
イ
プ
も
整
え
て
い
る
。

12
月
か
ら
は
同
骨
折
の
入
院
患
者

へ
の
せ
ん
妄
対
策
も
開
始
。
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
を
作
成
し
、
入
院
24
時
間
以

内
・
３
日
・
１
週
間
と
、
段
階
ご
と
に

せ
ん
妄
か
ど
う
か
判
断
。
せ
ん
妄
の
場

合
は
薬
剤
師
が
介
入
し
、
せ
ん
妄
で
な

い
時
に
は
予
防
ケ
ア
を
看
護
師
が
行

う
。「
行
動
レ
ベ
ル
ご
と
に
具
体
的
な

ケ
ア
方
法
を
網
羅
し
た
ほ
か
、
評
価
漏

れ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
内
容
も
精
査
し
ま
し
た
」と
パ

ス
作
成
に
携
わ
っ
た
宮
崎
木
の
実
病
棟

看
護
課
長
・
森
千
賀
病
棟
係
長
は
話
す
。

今
後
は
、
せ
ん
妄
に
並
ん
で
術
後
患
者

の
発
症
が
多
い
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
い

て
、
耳
鼻
科
医
・
Ｓ
Ｔ
・
管
理
栄
養
士

と
協
力
し
な
が
ら
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
の
介
入
を

検
討
し
て
い
く
方
針
だ
。

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
患
者
の
入
院
期

間
短
縮
を
め
ざ
し
、
多
職
種
連
携
を
進

め
て
き
た
同
院
。

「
当
院
の
連
携
体
制
は
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
経
営
面
と
し
て

は
、
多
職
種
介
入
に
よ
る
入
院
単
価
向

上
、
早
期
手
術
に
よ
る
平
均
在
院
日
数

の
短
縮
が
数
年
後
に
実
績
と
し
て
表
れ

る
よ
う
、
さ
ら
に
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
で
す
」（
岸
田
部
長
）

住所：〒285-8765
千葉県佐倉市江原台2-36-2
TEL：043-486-1151
URL：http://www.seirei.or.jp/sakura/
病床数：304床
診療科：総合内科、腎臓内科、透析センター、消化器
内科、内分泌代謝科、循環器科、神経内科、呼吸器内科、
メンタルヘルス科、和漢診療科、緩和医療科、小児科、
外科、内視鏡センター、乳腺外科、呼吸器外科、 整形
外科、側弯症外来、形成外科、リハビリテーション科、
脳神経外科、泌尿器科、眼科、皮膚科、耳鼻咽喉科、
放射線治療科、放射線科、麻酔科、病理科、美容外科
職員数：750人（常勤医56人）
平均在院日数：約15.2日

社会福祉法人聖隷福祉事業団

聖隷佐倉市民病院
1874年、東京鎮台佐倉
営所病院として開設。
2004年3月より聖隷福
祉事業団へ経営移譲。聖
隷佐倉市民病院と名称を
改め、千葉県佐倉市の急性期医療を支えている。

多職種が一堂に会する合同カンファレンスも定期的に開かれて
いる

(C) 2017 日本医療企画.




